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２
０
２
４
年
、
韓
国
の
保

険
業
界
は
、
苦
難
を
強
い
ら

れ
た
23
年
に
打
っ
て
変
わ
っ

て
一
気
に
成
長
機
運
を
取
り

戻
し
た
。
上
半
期
の
保
険
料

収
入
は
８
６
０
億
米
㌦
を
超

え
、
前
年
同
期
比
ほ
ぼ
４
％

の
増
加
を
成
し
遂
げ
た
。
こ

う
し
た
成
長
は
、
主
に
短
期

払
終
身
保
険
の
好
調
な
売
上

に
支
え
ら
れ
、
満
期
時
の
リ

タ
ー
ン
の
高
さ
が
消
費
者
の

注
目
を
集
め
て
い
る
。
損
害

保
険
セ
ク
タ
ー
で
は
、
傷
害

・
医
療
保
険
と
い
っ
た
Ａ
＆

Ｈ
分
野
が
成
長
を
け
ん
引
し

て
お
り
、
生
命
保
険
の
売
上

を
超
え
た
。
一
方
で
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
第
17
号
や
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ

上
の
新
契
約
マ
ー
ジ
ン
を
確

保
で
き
る
保
障
性
商
品
の
拡

大
に
ど
の
保
険
会
社
も
力
を

入
れ
て
い
る
た
め
、
競
争
が

激
化
し
、
競
争
圧
力
に
よ
り

利
益
率
が
減
少
す
る
こ
と
か

ら
、
新
商
品
の
収
益
性
に
対

す
る
懸
念
が
見
ら
れ
る
。

最
大
の
需
要
と
市

場
ト
レ
ン
ド

　
韓
国
統
計
庁
公
認
の
統
計

情
報
に
よ
る
と
、
25
年
ま
で

に
65
歳
以
上
の
人
口
が
20
％

を
超
え
、
韓
国
は
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
。
実
際
、
こ
れ

ま
で
も
高
齢
者
人
口
の
増
加

に
従
っ
て
、
シ
ニ
ア
向
け
生

命
保
険
に
対
す
る
需
要
も
顕

著
な
拡
大
を
見
せ
た
。
Ｒ
Ｇ

Ａ
は
24
年
に
ア
ジ
ア
諸
国
を

対
象
に
し
た
消
費
者
向
け
調

査
を
実
施
し
た
。
８
地
域
の

55
歳
～
80
歳
、
１
６
０
０
人

超
の
シ
ニ
ア
世
代
に
回
答
を

得
た
。
同
調
査
に
よ
る
と
、

彼
ら
の
多
く
が
、
高
血
圧
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿

病
等
、
既
往
症
を
抱
え
、
標

準
体
の
基
準
に
合
わ
ず
、
保

険
加
入
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス

で
部
位
不
担
保
が
適
用
さ
れ

た
り
、
特
別
保
険
料
の
適
用

と
な
る
場
合
が
あ
る
。

　
日
本
、
韓
国
、
台
湾
の
よ

う
な
超
高
齢
社
会
で
は
、
特

定
疾
病
を
発
症
し
た
場
合
に

公
的
医
療
で
ど
こ
ま
で
対
応

で
き
る
か
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
は
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
、

民
間
分
野
の
医
療
保
険
、
年

金
保
険
、
特
定
疾
病
保
険
は

保
障
に
対
す
る
重
要
な
ア
ク

セ
ス
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
場
合
、
消
費
者

は
引
受
査
定
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
ハ
ー
ド
ル
や
特
別
保
険

料
の
仕
組
み
の
複
雑
さ
か

ら
、
既
存
の
商
品
は
自
分
の

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
商
品
内
容
が

難
し
す
ぎ
て
理
解
で
き
な
い

と
感
じ
た
り
し
て
い
る
。
慢

性
疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
を

対
象
に
引
受
緩
和
型
商
品
を

共
同
開
発
し
た
当
社
の
経
験

に
よ
る
と
、
市
場
全
体
の
過

去
10
年
の
新
契
約
件
数
は
横

ば
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引

受
緩
和
型
商
品
の
市
場
投
入

に
よ
り
、
60
歳
以
上
の
個
人

保
険
の
新
契
約
が
急
増
し

た
。

　
韓
国
の
保
険
会
社
各
社

は
、
多
様
な
引
受
緩
和
型
商

品
を
開
発
す
る
こ
と
で
商
品

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
差
別
化
を

図
っ
て
き
た
。
第
一
世
代
の

商
品
は
入
院
給
付
金
、
手
術

給
付
金
等
、
基
本
的
な
医
療

保
険
金
の
み
を
支
払
う
設
計

だ
っ
た
が
、
今
日
の
引
受
緩

和
型
商
品
の
大
半
は
、
お
よ

そ
１
０
０
種
類
の
特
約
か
ら

申
込
者
が
各
自
で
選
ん
で
自

由
に
設
計
す
る
商
品
へ
と
発

展
し
て
い
る
。
ま
た
、
包
括

的
な
リ
ス
ク
細
分
化
と
自
由

設
計
に
基
づ
く
商
品
で
、
軽

微
な
慢
性
疾
患
の
保
険
契
約

者
に
対
し
て
安
価
な
保
険
料

で
提
供
す
る
こ
と
で
、
差
別

化
を
図
る
試
み
も
見
ら
れ

る
。
保
険
会
社
は
、
保
険
業

界
で
一
元
管
理
さ
れ
た
保
険

金
請
求
履
歴
を
は
じ
め
と
し

て
、
過
去
の
査
定
情
報
や
信

用
情
報
を
活
用
し
、
引
受
緩

和
型
商
品
に
伴
う
リ
ス
ク
を

管
理
す
る
た
め
、
高
度
な
引

受
査
定
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
て
い
る
。

商
品
デ
ザ
イ
ン
の

シ
フ
ト

　
現
在
の
韓
国
の
経
済
状
況

は
多
く
の
消
費
者
に
負
担
感

を
与
え
、
保
険
料
に
充
て
る

費
用
を
考
え
て
し
ま
う
人
も

多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
保
険
料

に
見
合
う
保
険
契
約
の
価
値

が
保
険
商
品
の
選
択
時
に
重

要
に
な
る
。
手
の
届
く
価
格

で
広
範
な
保
障
を
提
供
す
る

た
め
に
、
一
時
金
払
の
診
断

給
付
金
タ
イ
プ
か
ら
繰
返
し

支
払
わ
れ
る
治
療
給
付
金
タ

イ
プ
へ
商
品
デ
ザ
イ
ン
の
シ

フ
ト
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
高
度
先

進
医
療
を
提
供
し
つ
つ
も
、

合
理
的
な
保
険
料
水
準
の
設

計
を
可
能
と
し
た
。
最
近
で

は
、
す
べ
て
の
が
ん
治
療
に

対
し
て
、
総
合
的
な
保
障
を

低
廉
な
保
険
料
で
提
供
す
る

が
ん
治
療
給
付
金
の
新
商
品

の
発
売
が
開
始
さ
れ
、
人
気

が
急
上
昇
し
た
。

規
制
の
変
化
と
課
題

　
24
年
韓
国
の
保
険
業
界
が

直
面
す
る
課
題
を
考
え
る

と
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
と
経

済
価
値
ベ
ー
ス
の
新
し
い
資

本
規
制
（
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の

導
入
の
影
響
は
極
め
て
大
き

い
。
新
契
約
サ
ー
ビ
ス
マ
ー

ジ
ン
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）
の
高
い
商

品
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
を
伸
ば

す
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
保
障

性
商
品
の
競
争
は
激
化
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
新
た
な

保
障
性
商
品
を
開
発
す
る
需

要
も
増
し
て
い
る
。
規
制
の

変
化
に
よ
り
、
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ

比
率
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

高
ま
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
に

お
い
て
経
済
環
境
の
変
化
に

よ
る
変
動
性
が
高
ま
る
た

め
、
保
険
会
社
は
さ
ま
ざ
ま

な
資
本
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

模
索
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
再
保
険
取
引
や
劣
後
債

の
発
行
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
債

券
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
保

険
金
詐
欺
の
検
出

　
ま
た
、
保
険
会
社
は
、
一

部
の
業
務
部
門
に
お
け
る
Ａ

Ｉ
技
術
の
活
用
に
も
着
目
し

て
い
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な

っ
た
分
野
が
保
険
金
詐
欺
の

検
出
だ
。
支
払
査
定
の
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
す
る
こ
と

で
、
一
段
と
効
果
的
に
保
険

金
詐
欺
へ
の
対
策
が
で
き

る
。
予
測
分
析
は
引
受
・
支

払
査
定
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
保
険
会
社
は

大
量
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

正
確
な
リ
ス
ク
評
価
を
行

い
、
価
格
競
争
力
と
リ
ス
ク

管
理
の
向
上
を
実
現
で
き

る
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
予
測

モ
デ
ル
は
保
険
金
請
求
の
予

測
に
も
有
益
で
、
効
率
の
良

い
リ
ソ
ー
ス
配
分
が
可
能
に

な
る
。

今
後
の
見
通
し

　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
と
Ｋ
―

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
基
準
に
基
づ
き
、

保
険
会
社
は
資
本
管
理
を
高

度
化
し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
最
適
化
を
図
る
多
様
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
す
ま
す

検
討
す
る
よ
う
に
な
る
。
資

本
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
市
場
は

今
後
も
成
長
し
続
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

導
入
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
商
品

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
引
き

続
き
成
長
戦
略
の
重
要
な
要

素
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
保
険
会

社
と
再
保
険
会
社
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ら
に
拡
大

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｍ

Ｇ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
実

施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
90

％
以
上
の
保
険
会
社
は
、
再

保
険
会
社
の
支
援
を
必
要
と

す
る
分
野
と
し
て
「
商
品
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
最
大
の

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
保

険
会
社
は
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た

予
測
分
析
や
引
受
査
定
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
加

入
プ
ロ
セ
ス
の
簡
素
化
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
、
さ
ら
な
る

事
業
成
長
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　（
ア
ジ
ア
・
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
の
許

可
に
基
づ
き
原
著
作
を
複
製

・
翻
訳
）

◇

　【
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ン
氏
の

プ
ロ
フ
ィ
ル
】
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
卒

業
。
北
米
お
よ
び
ア
ジ
ア
の

保
険
・
再
保
険
業
界
に
お
い

て
、
35
年
を
超
え
る
キ
ャ
リ

ア
を
有
す
る
。
元
受
保
険
会

社
に
お
い
て
も
数
々
の
要
職

を
歴
任
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
販
売
戦
略
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
中
心
に
豊
か
な
経
験

を
持
つ
。
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韓
国
保
険
業
界
の
最
新
事
情

　
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
１
０

７
回
目
は
、
韓
国
の
保
険
業
界
の
動
向
を
取
り
上
げ

る
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
お
よ
び
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
新

し
い
資
本
規
制
（
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
導
入
に
よ
り
、
韓

国
の
保
険
会
社
は
高
度
な
資
本
管
理
戦
略
を
適
用
し
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
最
適
化
を
図
る
多
様
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
模
索
し
て
い
る
。
保
険
会
社
に
と
っ
て
最
重

要
課
題
は
商
品
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
が
、
再
保
険
会
社

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
会
社
の
成
長

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。（

Ｒ
Ｇ
Ａ
再
保
険
会
社
提
供
）

資
本
戦
略
と
商
品
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化


